若き財務官僚の「復興の記憶」 by 佐藤 慶一
















































































 日時 2014 年 10 月 10 日（金） 19：00～20：00 
 場所 CAFE de CRIE 虎ノ門駅前店 
 対象者 嶋田賢和氏（財務省大臣官房文書課） 
      1983 年生まれ。2007 年一橋大学経済学部卒業、同年財務省入省。 
      主計局総務課等を経て、2011 年６月に釜石市役所に派遣。 
      2012 年４月より釜石市副市長（全国最年少）。 
      2014 年７月より財務省へ復帰。 









嶋田 （副市長だった期間は）2012 年の４月に就任し、2014 年の６月末で終わりましたので、
およそ２年半くらいですね。 
佐藤 その間、どんなことがあったのか、どのようなお考えで行動されていたのか、お教えい
                                                     
2 林・重川・田中他（2009）p.19 より 



































































                                                     
5 小泉・須田・増田（2014）より。 


































































































                                                     
6 http://kamaentai.org（最終閲覧日 2014 年 12 月 16 日） 
































                                                     
7 http://rcf311.com（最終閲覧日 2014 年 12 月 16 日） 
































































                                                     
8 http://www.city.kamaishi.iwate.jp/index.cfm/10,19576,c,html/19576/20120406-162117.pdf（最終閲覧日 2014
年 12 月 16 日） 



































































































－ 55 － 
の記憶を記録する意義が、重層的に見出される。 































－ 56 － 
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